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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期
第１四半期
累計(会計)期間

第34期
第１四半期
累計(会計)期間

第33期

会計期間

自平成21年
５月16日
至平成21年
８月15日

自平成22年
５月16日
至平成22年
８月15日

自平成21年
５月16日
至平成22年
５月15日

売上高（百万円） 3,970 4,469 16,475

経常利益（百万円） 228 399 977

四半期（当期）純利益（百万円） 125 181 525

持分法を適用した場合の投資利益（百万円） ― ― ―

資本金（百万円） 315 315 315

発行済株式総数（千株） 145 2,903 2,903

純資産額（百万円） 3,050 3,593 3,451

総資産額（百万円） 5,631 6,844 6,339

１株当たり純資産額（円） 21,011.251,237.541,188.59

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 861.69 62.50 181.13

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） ― ― ―

１株当たり配当額（円） ― ― 13.50

自己資本比率（％） 54.2 52.5 54.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
71 173 1,101

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△64 △78 △423

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
206 206 △8

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 2,139 2,897 2,596

従業員数（人） 460 472 468

(注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５．平成21年10月27日開催の取締役会決議により、平成21年11月16日付で普通株式１株につき20株の割合をもって

株式分割いたしました。
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２【事業の内容】

当第１四半期会計期間において当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

　

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年８月15日現在

従業員数（人） 472 (965)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員（１日８時間換算）を（　）

外数で記載しております。　

　　　　２．臨時雇用者が当第１四半期会計期間において69名増加しましたのは、新規出店による雇用者数の増加によるもの

であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　当社は、一般顧客（最終消費者）へ直接販売する飲食業を行っておりますので、生産実績は記載しておりません。

　

（２）受注状況

　当社は、一般顧客（最終消費者）へ直接販売する飲食業を行っておりますので、受注状況は記載しておりません。

　

（３）販売実績

　当第１四半期会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（千円） 　前年同期比（％）

グルメ回転寿司事業 4,469,995 112.6

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．平成22年８月15日現在の店舗数は、73店舗（千葉県内28店舗、東京都内25店舗、埼玉県内15店舗、神奈川県内

５店舗）であります。

　

２【事業等のリスク】

　当第１四半期会計期間において、新たに発生したリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

  

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第１四半期会計期間におけるわが国の経済は、アジア向けを中心とした輸出の増加や、中国・インド等の好

調な新興国の需要に牽引され、国内需要も一部回復の兆しが見られたものの、欧州の財政不安に端を発した為替、

株式市場の混乱は続いており、国内景気は依然として先行き不透明な状況が続いております。

外食産業におきましても、厳しい雇用情勢、所得の減少に加え、エコポイントなどの景気対策も効果が一巡し、

消費者の生活防衛意識の高まりから外食を手控える傾向はますます根強いものとなり、厳しい環境で推移してお

ります。

　このような状況の中、当社は経営理念に掲げる「私達の真心を提供し、お客様の『感謝と喜び』を頂くことを私

達の使命と致します。」を徹底することはもとより、「銚子丸ブランド」の一層の強化に向けて、国内、海外を問

わず高品質で安心、安全な食材を使用した「お得感」のあるメニュー開発を継続するとともに、ホール責任者を

「女将（おかみ）」と位置づけ、親切・思いやり、誠実さに溢れた接客、サービスの追求に努めました。

店舗開発につきましては市場規模、ならびに顧客ニーズを勘案し、相模原中央店（平成22年６月）及び八王子

店（平成22年７月）を新規に出店し、当第１四半期会計期間末の店舗数は73店舗となりました。

販売促進ならびに商品開発につきましては、「北海道vs銚子港」「旬祭り！初夏の競演」「銚子丸＆トルコ、

本まぐろ祭」等、時節の旬の食材によるイベントの開催およびセットメニュー・サイドメニューの充実を図り、

お客様の来店動機の高揚に努めてまいりました。

　以上の結果、売上高44億69百万円（前年同期比12.6％増）、営業利益３億82百万円（同69.3％増）、経常利益３

億99百万円（同74.8％増）、四半期純利益１億81百万円（同45.1％増）となりました。　

　

（２）財政状態の分析

  （資産）

　当第１四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べ５億４百万円増加し、68億44百万円（前事業年度

末比8.0％増）となりました。主な要因は、次のとおりです。

　流動資産は、前事業年度末に比べ３億66百万円増加し、38億９百万円（前事業年度末比10.6％増）となりまし

た。増加の主な内訳は、現金及び預金３億１百万円の増加、店舗売上金の回収代行専門業者に対する預け金１億30

百万円の増加であります。

　固定資産は、前事業年度末に比べ１億37百万円増加し、30億34百万円（前事業年度末比4.8％増）となりました。

これらは、当第１四半期会計期間において２店舗を新規出店したことによる店舗設備、敷金及び保証金の増加な

どによるものであります。

（負債・純資産）

　当第１四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ３億62百万円増加し、32億51百万円（前事業年度

末比12.5％増）となりました。主な要因は、次のとおりです。

流動負債は、前事業年度年度末に比べ１億93百万円増加し、25億83百万円（前事業年度末比8.1％増）となりま

した。増加の主な内訳は、納税資金として調達した短期借入金２億55百万円の増加であります。

固定負債は、前事業年度末に比べ１億69百万円増加し、６億67百万円（前事業年度末比33.9％増）となりまし

た。これは、当第１四半期会計期間より資産除去債務に関する会計基準を適用しており、資産除去債務が１億47百

万円増加したことなどによるものであります。

　また純資産は、前事業年度末に比べ１億42百万円増加し、35億93百万円（前事業年度末比4.1％増）となりまし

た。これは当第１四半期会計期間の純利益１億81百万円に対し、第33期の期末配当金39百万円を支出したことな

どによるものであります。

　

（３）キャッシュ・フロ－の状況

　当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比較して３

億円増加（前年同期と比較して７億58百万円増加）し、28億97百万円となりました。

　当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は１億73百万円（前年同期比143.0％増）となりました。これは主に、税引前四半

期純利益３億37百万円、減価償却費58百万円、資産除去債務会計基準適用に伴う影響額61百万円による資金の獲

得があった一方で、法人税等の支払額３億円などによる資金の使用があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は78百万円（前年同期比21.1％増）となりました。これは主に、新規出店に伴う有

形固定資産の取得による支出69百万円があったこと等によるものであります。　
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は２億６百万円（前年同期比0.1％減）となりました。これは主に、納税のため短

期の借入で２億55百万円を調達した一方で、配当金の支払39百万円による資金の使用があったことによるもので

あります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（５）研究開発活動

　特に記載すべき事項はありません。  
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

（２）設備の新設、除却等の計画

①　当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設が完了したものは次のとおりであ

ります。
事業所名
 （所在地）

店舗数 事業の部門別の名称 設備の内容 投資額（千円） 完成年月
完成後の増加能
力（席）

すし銚子丸店舗
（相模原市中央区）

1 グルメ回転寿司 店舗設備 43,480平成22年６月 71

　　　（注）１．投資額には、差入保証金5,000千円を含んでおります。

　　　　　　２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　
事業所名
 （所在地）

店舗数 事業の部門別の名称 設備の内容 投資額（千円） 完成年月
完成後の増加能
力（席）

すし銚子丸店舗
（東京都八王子市）

1 グルメ回転寿司 店舗設備 47,714平成22年７月 76

  　　（注）１．投資額には、差入保証金10,000千円を含んでおります。

   　　     ２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

②　当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,800,000

計 10,800,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年８月15日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年９月28日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,903,600 2,903,600
大阪証券取引所

(ＪＡＳＤＡＱ市場)　
単元株式数100株

計 2,903,600 2,903,600 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年5月16日～　

平成22年8月15日　

　

―

　

2,903,600 ― 315,950 ― 236,829

　

（６）【大株主の状況】

　当第1四半期会計期間において、堀地速男及びその共同保有者である堀地ヒロ子、有限会社オール・エムから

平成22年8月5日付けの大量保有報告書の変更報告書の写しの送付があり、平成22年7月28日現在でそれぞれ以

下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社

として実質保有株式数の確認ができません。 

　　氏名又は名称 　　　　　　　住所
　保有株券等の数

　　  （株）　

　株券等保有割合

 　　 （％）　

 堀地 速男 　千葉県東金市 　株式　237,440　　　 8.18

 堀地 ヒロ子 　千葉市美浜区 　株式　335,160　　　11.54

 有限会社オール・エム 　千葉県東金市南上宿19-5　 　株式　784,000　　　27.00
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年５月15日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

 平成22年５月15日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　　 － － －

議決権制限株式（その他） 　　 － 　　－ －

完全議決権株式（自己株式等） 　　 － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　2,903,100 29,031 －

単元未満株式 普通株式　 　　 500 － －

発行済株式総数 2,903,600 － －

総株主の議決権 － 29,031 －

  

②【自己株式等】

　該当事項はありません。なお、当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は141株であります。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
６月

 

７月

 

８月

最高（円） 2,700 2,565 2,510

最低（円） 2,395 2,480 2,250

　（注）最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期会計期間（平成21年５月16日から平成21年８月15日まで）及び前第１四半期累計期間（平成21

年５月16日から平成21年８月15日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期会計期間（平成

22年５月16日から平成22年８月15日まで）及び当第１四半期累計期間（平成22年５月16日から平成22年８月15日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間（平成21年５月16日から平成21

年８月15日まで）及び前第１四半期累計期間（平成21年５月16日から平成21年８月15日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第１四半期会計期間（平成22年５月16日から平成22年８月15日まで）及び当第１四半期累計期間（平成

22年５月16日から平成22年８月15日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レ

ビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年８月15日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年５月15日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,334,143 3,032,783

売掛金 4,120 4,809

原材料及び貯蔵品 114,522 150,322

預け金 167,224 36,301

その他 189,706 218,990

流動資産合計 3,809,718 3,443,208

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 1,077,797

※
 987,252

その他（純額） ※
 557,828

※
 532,236

有形固定資産合計 1,635,626 1,519,488

無形固定資産 20,333 20,895

投資その他の資産

敷金及び保証金 731,990 718,671

建設協力金 363,098 372,784

その他 284,560 265,865

貸倒引当金 △1,078 △1,078

投資その他の資産合計 1,378,570 1,356,243

固定資産合計 3,034,530 2,896,627

資産合計 6,844,248 6,339,836

負債の部

流動負債

買掛金 902,500 893,283

短期借入金 375,000 120,000

未払金 803,907 792,764

未払法人税等 191,042 324,991

引当金

賞与引当金 38,510 67,000

その他の引当金 13,582 17,412

引当金計 52,092 84,412

その他 258,881 174,832

流動負債合計 2,583,425 2,390,285

固定負債

資産除去債務 147,189 －

長期未払金 359,700 359,700

その他 160,785 138,764

固定負債合計 667,675 498,464

負債合計 3,251,100 2,888,749
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年８月15日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年５月15日)

純資産の部

株主資本

資本金 315,950 315,950

資本剰余金 236,829 236,829

利益剰余金 3,040,813 2,898,535

自己株式 △329 △176

株主資本合計 3,593,263 3,451,138

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △116 △52

評価・換算差額等合計 △116 △52

純資産合計 3,593,147 3,451,086

負債純資産合計 6,844,248 6,339,836
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年５月16日
　至　平成21年８月15日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年５月16日
　至　平成22年８月15日)

売上高 3,970,106 4,469,995

売上原価 1,671,117 1,820,241

売上総利益 2,298,989 2,649,754

販売費及び一般管理費 ※
 2,073,057

※
 2,267,203

営業利益 225,931 382,551

営業外収益

受取利息 1,945 1,623

協賛金収入 1,633 12,896

その他 946 4,861

営業外収益合計 4,525 19,381

営業外費用

支払利息 906 1,402

現金過不足 1,121 1,499

その他 150 15

営業外費用合計 2,179 2,917

経常利益 228,278 399,015

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 61,763

特別損失合計 － 61,763

税引前四半期純利益 228,278 337,252

法人税等 103,181 155,776

四半期純利益 125,096 181,475
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年５月16日
　至　平成21年８月15日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年５月16日
　至　平成22年８月15日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 228,278 337,252

減価償却費 46,443 58,622

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 61,763

建設協力金と相殺した地代家賃・賃借料 11,283 10,907

賞与引当金の増減額（△は減少） △58,195 △28,490

受取利息及び受取配当金 △1,954 △1,632

支払利息 906 1,402

売上債権の増減額（△は増加） △5,756 689

たな卸資産の増減額（△は増加） 28,186 35,799

仕入債務の増減額（△は減少） △105,109 9,216

未払消費税等の増減額（△は減少） 14,837 4,351

その他 33,865 △15,890

小計 192,785 473,991

利息及び配当金の受取額 1,673 930

利息の支払額 △1,036 △1,448

法人税等の支払額 △122,166 △300,314

営業活動によるキャッシュ・フロー 71,255 173,157

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △322,173 △322,733

定期預金の払戻による収入 321,145 322,173

有形固定資産の取得による支出 △40,630 △69,280

無形固定資産の取得による支出 △3,069 －

敷金及び保証金の差入による支出 △20,020 △10,000

敷金及び保証金の回収による収入 － 1,431

投資活動によるキャッシュ・フロー △64,746 △78,408

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 300,000 350,000

短期借入金の返済による支出 △60,000 △95,000

長期借入金の返済による支出 △375 －

リース債務の返済による支出 △5,187 △9,549

自己株式の取得による支出 － △153

配当金の支払額 △28,246 △39,246

財務活動によるキャッシュ・フロー 206,191 206,051

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 212,699 300,800

現金及び現金同等物の期首残高 1,926,415 2,596,519

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,139,115

※
 2,897,319
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年５月16日
至　平成22年８月15日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用して

おります。

　これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ2,502千円減少し、税引前四

半期純利益は64,265千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始

による資産除去債務の変動額は142,598千円であります。

【表示方法の変更】

当第１四半期会計期間
（自　平成22年５月16日
至　平成22年８月15日）

（四半期貸借対照表）

　前第１四半期会計期間において、流動資産の「その他」に含めて表示しておりました「預け金」は、質的重要性の観

点から、当第１四半期会計期間より区分掲記することとしました。なお、前第１四半期会計期間の流動資産の「その

他」に含まれる「預け金」は15百万円であります。　

　

【簡便な会計処理】

　重要なものはありません。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期会計期間

　　　　　　　　　　　 （自　平成22年５月16日

　　　　　　　　　　　 　至　平成22年８月15日）　

　税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成22年８月15日）

前事業年度末
（平成22年５月15日）

※ 有形固定資産の減価償却累計額は1,082,749千円で

あります。

※ 有形固定資産の減価償却累計額は1,032,905千円で

あります。

  

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年５月16日
至　平成21年８月15日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年５月16日
至　平成22年８月15日）

※販売費及び一般管理費の主なもの ※販売費及び一般管理費の主なもの

給料及び賞与  1,014,994千円

賞与引当金繰入額 15,925千円

給料及び賞与  1,073,837千円

賞与引当金繰入額 38,510千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年５月16日
至　平成21年８月15日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年５月16日
至　平成22年８月15日）

　※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対　　照

表に掲記されている科目の金額との関係

　※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対　　照

表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,575,034千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △435,919千円

現金及び現金同等物 2,139,115千円

現金及び預金 3,334,143千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △436,824千円

現金及び現金同等物 2,897,319千円

（株主資本等関係）

　当第１四半期会計期間末（平成22年８月15日）及び当第１四半期累計期間（自　平成22年５月16日　至　平成22

年８月15日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　2,903千株　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　 ０千株　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

一株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年８月５日

定時株主総会
普通株式 39,197 13.50 平成22年５月15日平成22年８月６日利益剰余金

（２）基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間末後と

なるもの

該当事項はありません。

５．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

（有価証券関係）

　有価証券は当社の事業の運営において重要なものでないため記載を省略しております。　

（デリバティブ取引関係）

当社はデリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

（資産除去債務関係）

記載すべき事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、グルメ回転寿司事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

（賃貸等不動産関係）

記載すべき事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成22年８月15日）

前事業年度末
（平成22年５月15日）

１株当たり純資産額 1,237.54円 １株当たり純資産額 1,188.59円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期累計期間
（自　平成21年５月16日
至　平成21年８月15日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年５月16日
至　平成22年８月15日）

１株当たり四半期純利益金額 861.69円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 62.50円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

 
前第１四半期累計期間
（自　平成21年５月16日
至　平成21年８月15日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年５月16日
至　平成22年８月15日）

四半期純利益（千円） 125,096 181,475

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 125,096 181,475

期中平均株式数（千株） 145 2,903

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　　　　　リース取引開始日が平成20年５月15日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、引き続き通

常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当第１四半期会計期間末における

リース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。　　　　　　　　

　

　　　　　　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年９月25日

株式会社銚子丸

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田　櫓　孝　次　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高　橋　　聡　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銚子丸の平

成21年５月16日から平成22年５月15日までの第33期事業年度の第１四半期会計期間（平成21年５月16日から平成21年８月

15日まで）及び第１四半期累計期間（平成21年５月16日から平成21年８月15日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銚子丸の平成21年８月15日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年９月28日

株式会社銚子丸

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉　澤　祥　次　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙　橋　　聡　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銚子丸の平

成22年５月16日から平成23年５月15日までの第34期事業年度の第１四半期会計期間（平成22年５月16日から平成22年８月

15日まで）及び第１四半期累計期間（平成22年５月16日から平成22年８月15日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銚子丸の平成22年８月15日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

追記情報

　「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は当第１四半期会計期間

より「資産除去債務に関する会計基準」を適用している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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